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「築こう！ボランティアの輪と和」 
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コロナに負けない、全員参加のつながりづくり 

明 V 連加入の全グループが何らかの形 

で参加。楽しみながら 人を知り、内容 

を知り、グループ間のつながり強化と 

今後の在り方に向け、新しいフェスタを 

計画しています。 

 

いよいよ始まるらしい
で！ 

 

始まる 

なにが 

 

始まる 

第 14 回あかしボランティアフェスタ 

始まる いつ、いつ どこでやるの 

 

始まる 

令和４年 12 月４日（日）10：00～ 

始まる 
総合福祉センター  でやるんだって 

３年ぶりやな 

 

始まる 

 

みんなで行って盛り上げようよ 

二見中校区    

大久保中校区 

高丘中校区  

魚住中校区  

錦城中校区   

鳥羽小校区 

衣川中校区 

11/12   大久保小校区 

11/19   和坂小校区   

11/26   江井島中校区 

11/29   大蔵中校区 

 

二見中校区 V 交流会 



 
 
 
 
 
 
明朗会： 技術分野 

明朗会では、 昨年のボラ ン テ ィ ア フ ェ ス タ に合わせて 「

明朗会紹介動画」 を 制作し ま し た 。 制作を 通し て 、 年45
の時間と 関わっ た会員の想い、 そ し て リ ス ナーの方々あ

っ て こ そ の活動と 改めて知る 機会になり ま し た 。 年ぶ3
り に リ ス ナーの皆様と の交流会や朗読おさ ら い会を 計画

し 準備を 始めていま す。  
（ 佐山 信子 記）   

 
サーク ル音のさ んぽみち ： 技術分野 

視覚に障がいのある 方を 対象に 、 広報・ 情報紙・ 書籍など を 録音し た

の貸し 出し 、図書館やご 自宅での対面朗読を し ていま す。リ ス ナーCD
さ んから の 「 紹介さ れたお店に行き ま し た 」「 読み方が上手で話にひ

き 込ま れま し た 」 など のお声が活動の励みになっ ていま す。 聴き やす

い音訳を めざ し て メ ン バー 一同がんばり ま す。  
（ 千葉 扶美子 記）   
 
 

手話サーク ル明城会： 技術分野 
私た ち は聴覚障がい者の方が安心し て 安全に 暮ら せる 社会に な

る こ と を めざ し て 、 手話を 学んでいま す。 ま た 、 ろ う あ協会さ ん

と 協力し て 市民の皆さ んに 聴覚障がいや手話のこ と を 知っ て い

ただ く 活動を し ていま す。 昨年度は小学校 校、 地域 か所で手5 6
話体験教室を 開催し ま し た 。  

大貫 たづ子 記） (    
 
 

 
松が丘いき ・ いき会： 地域分野 明石ブロ ッ ク  

コ ロ ナ禍で長い間サロ ン を 中止し ていま し たが、 よ う やく 月か5
ら 始めら れる よ う になり ま し た 。 月には明石警察署生活安全課に7
「 詐欺にあわないために 」 の講座を 依頼し 、 一方に向かっ て話が

聞ける 様に工夫を し ま し た 。 ま た 、 今後はマ ス ク を し た ま ま 静か

にでき る 小物作り やぬり 絵、 講座等を ま じ え て行いたいと 考えて

いま す。（ 井上 康子 記）   

我慢の自粛から、with コロナに向けて 
コ ロ ナ禍での経験と 、 コ ロ ナに向けた各グループの思いを 連載し ま すwi t h  



ユーア イ グループ ： 施設・ 環境分野 
障害者支援施設「 博由園」 で月 回、 衣服の修理を し てい2
る 。 園の入口で手洗い消毒を 念入り に し 、 検温チ ェ ッ ク 後

作業にかかる 。 利用者も そ の家族も 高齢化し 、 面会も ま ま

なら ず、 衣服のひど い破れを 修理を し ている 現状だ 。 利用

者の方に 喜んでも ら え る よ う 、 心を 込めて 修理を し た い 。

（ 橋本 恵美子 記）   
 
ボラ ン テ ィ ア ・ ア カ シウ ミ ガメ 保護研究会： 施設・ 環境分野  

明石の砂浜に訪れる ウ ミ ガ メ を 守り た く て 、 保護啓発活動を 行

っ ており ま す。 特に 、 平成 年の林崎海岸と 、 平成 年の松17 20
江海岸での産卵時には、 市行政と 共に 、 足跡から 産卵巣を 発見

し 、 卵が野犬や野鳥など に襲われた り 、 盗ま れた り する こ と を

防ぐ ために周囲を フ ェ ン ス で囲みま し た 。 でも 、 平成 年 望26  
海浜での産卵から 、 上陸・ 産卵は確認さ れており ま せん。  
本年こ そ は、 と 心待ち にいたし ており ま す。 （ 坂平 高志 記）   

 
いなみ野学園 明石会環境ボラ ン テ ィ ア グループ ： 施設・ 環境OB 分野 

いなみ野学園明石地区卒業生で、 平成 年 月から 明石海岸14 5
及び浜の散歩道を 美し く する 活動を 実施し ていま す。（ 江井島

屏風ヶ 浦・ 明石原人発見地・ ア カ シゾウ 発掘地・ 藤江三角花壇）

今年か ら ボラ ン テ ィ ア 活動に 賛同し て 頂いた ユニ ク ロ 様を 加

えて 名前後の参加で年間 回実施予定です。10 15  
（ 西山 澄 記）   
 

絵本の会タ ッ チ ： 教育分野 
第一、 第三水曜日ボラ ン テ ィ ア 活動室で、 布の絵本やおも ち ゃ

の制作活動や、子育てグ ループ 等への貸し 出し を おこ なっ てい

ま す。 パピ オ ス あかし で「 来てみて遊んで！」 を 開催し 、 いろ

いろ な方に布で作っ た おも ち ゃ 等を 楽し んでも ら っ て いま す。

ま た「 布で作る 音の出るおも ち ゃ 」の講習会も 開催し ていま す。 
（ 砂川 美和子 記）   
 
 

託児ボラ ン テ ィ ア コ ア ラ ： 教育分野 
私たち は資格や子育て経験の有無を 問わず、と にか く 「 子

ど も が大好き 」 なメ ン バーの集ま り です。託児を する と い

う よ り も 、一緒に楽し く 遊ぶこ と を モ ッ ト ーに し ていま す。

コ ロ ナの時代、 ま ずは自分たち の体調管理に気を つWi t h
けて 、定例会では情報交換する こ と を 大切にし て 、依頼活

動を 元気に楽し く 続けていま す。（ 坂口 せつ代 記）   



ボラ ン テ ィ ア はなぞの： 地域分野 西明石ブ ロ ッ ク  
地域支え合いの家「 西明石サポーテ ィ ン グ フ ァ ミ リ ー 」 を 拠点に子

ど も から 高齢者、障がい者ま で誰も があっ たかいま ち を 目指し 、地

域と 共に活動の輪を ひろ げていま す。 コ ロ ナ禍でも命塾・ 健康介護

のひろ ば・ あっ た か訪問・ 子ど も 食堂・ 未来に継ぐ 志 キャ ン1. 17 (
ド ルイ ベン ト など を 通し て つながり がパッ チ ワ ーク のよ う に重な)
る よ う 願っ ていま す。（ 松本 茂子 記）   

 
出の上ふじ の会： 地域分野 西明石 ブ ロ ッ ク  

グ ループ の発足が 年、 地域のケア サロ ン から 活動を 始めた 。1992
年前に開発さ れた地域でみんな若かっ た 。 し かし 年た っ た今50 32

では超高齢者、公民館ま での坂道を 行く のが困難になっ た 。今年度、

自宅を 集会所と し て活動を 始めた 。 認知症予防のマ ージャ ン を「 80
の手習い」 で覚える こ と に し た 。 みんな楽し く 張り 切っ て 「 ま100
で元気に 」 と 。（ 田中 千恵子 記）   

 
谷八木友愛： 地域分野 大久保ブロ ッ ク  

地域の助け合いから 始ま っ た活動は、 月 回のサロ ン は喫茶に容1
を 変え、接待はペッ ト ボト ル 本のみ。参加さ れる 皆さ んよ り「 こ1
こ に来る だけで、 ほっ と し て楽し い 」 と の嬉し い声を いただ いて

いま す。 他に独居高齢者への友愛訪問、 ク リ ス マ ス 時には我々の

手作り 作品と カ イ ロ 、 チ ョ コ レ ート に メ ッ セージを 添え てお届け

し ていま す。（ 井上 博子 記）   
 

 
二見みのり の会： 地域分野 魚住・ 二見ブ ロ ッ ク  

明石医療セン タ ー看護専門学校の実習生を 回受け入れま し た 。3
実習生の方よ り「 サロ ン に き て何が楽し いですか？」の質問に、「 み

んなと 会い集う こ と が一番う れし い」。 ま た 、 高齢者の方から 「 入

院し ていた時、 実習の学生さ んに優し い声を かけら れ淋し さ から

救われた 」 など 沢山の思いを 語り 交流を 楽し みま し た 。 最後に看

護実習を 乗り 切り 立派な看護師になっ て く だ さ い と 拍手でエ ール

を 送り ま し た 。（ 山本 洋子 記）   
 
サーク ルエ ーゼン ： 施設・ 環境分野 

毎年 月 日に一人暮ら し の高齢者、 障がい者の皆さ んに大晦12 31
日の気分を 味わっ て いた だ く 目的と 安否確認を 兼ねて 、 明石市東

部地域で年越し そ ば配布事業を 続けており ま す。 大晦日当日は、

西明石町公民館に有志のボラ ン テ ィ ア が集ま り 、 配布先の民生委

員を はじ め、 地域の皆さ んに お手伝いいただいて こ の事業が実施

でき ている こ と に感謝し ており ま す。 （ 藤原 祥二 記）   

かた ち  



邦楽演奏奉仕サーク ルカ ルテ ッ ト 夢 ： 文化・ 健康分野“ ”  
年よ り ボラ ン テ ィ ア 活動を 展開し ていま す。 コ ロ ナ禍で令2003

和の 年間の活動は、 ディ サ－ビ ス 等よ り の依頼、 予定イ ベン ト2
はすべて中止で停止状態でし た 。 コ ロ ナ禍での規制解除のつか

の間の活動であっ た明石公園観月会は、 多数のご来場を いただ

いての開催と なり ま し た 。 活動を 再開し ていま すので、 皆様か

ら のご 依頼を お待ち し ていま す。 （ 横山 稔 記）   
 

ふる さ と 漫歩： 文化・ 健康分野  
ふる さ と 漫歩は、明石市立文化博物館で毎年 月の前後に開催11
さ れる 「 発掘さ れた明石の歴史展」 の会場運営の補助を し て い

ま す。 来場者に会場案内や目録を 配布し ていま す。 コ ロ ナ禍で

はマ ス ク は勿論のこ と 、 手指の消毒の徹底を はかっ ていま す。

ま た 、 昨年 月には二見町での宅地開発に伴う 発掘調査の見学3
会も し ま し た 。 （ 神田 晋治 記）   
 

朝霧音頭普及振興会： 文化・ 健康分野 
従来なら 、施設訪問・ 各地区の盆踊り に招待さ れていま し たが、

コ ロ ナ禍で要請が減り ま し た 。 そ こ で、 舞台出演や地域住民、

子ど も た ち に 踊り の指導を 積極的に参加、 ま た 、 希望者に 着付

教室ボラ ン テ ィ ア 、 他のボラ ン テ ィ ア グ ループ と 交流など を 考

えて いま す。 是非、 踊り のボラ ン テ ィ ア に興味を お持ち の方の

入会を お願いし ま す。（ 倉谷 幸子 記）   
 

明石き ら き ら マ ジッ ク ク ラ ブ ： 文化・ 健康分野 
コ ロ ナ禍で出演機会がめっ き り 減少し ま し た が、 久し ぶり に保

育園、幼稚園と ２ 回出演いたし ま し た 。小さ な子ど も た ち の「 わ

あっ き ゃ ー 」 と 言う 声を 聞き 、 大き なエ ネルギーを いた だ!  !
き ま し た 。 少し ずつ出演依頼も 増え ていま す。 月一例会ではト

リ ッ ク ア イ デア 、 演技上での意見交換を 行い、 少し でも 向上す

る よ う 努力し ていま す。  
（ 早川 忠夫 記）   
 

なぎさ 会： 文化・ 健康分野 
コ ロ ナ禍で本来の活動ができ ず、 会員で折り 紙を 手作り し 、  
季節毎に、高齢者施設へ巡回訪問と いう 形でお届けし ていま す。 
月 日、 年ぶり にふれあいプ ラ ザあかし 西の わく わく サ7 23 3 “

マ ーフ ェ ス タ で 、 折り 紙コ ーナーを 開催さ せて いた だ き ま し”
た 。 当日は多く の方が来て く だ さ り 、 皆さ んに喜んでいた だ き

ま し た 。  
（ 朝比奈 冴子 記）   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ふれあいプラザあかし西ボランティア活動室に新しくレク用具の「ボール・ボー
ドケーム GG」が増えました(*^-^*)サロンや各種団体での交流を深めるのに役立
つ事間違いなしです！！レクリエーション用具のご相談はお気軽に下記お問合せ
先へご相談ください📞 
 
●レク用具に関して：明石市社会福祉協議会窓口、あかし西ボランティア活動室

にてレクリエーション用具の貸出を受け付けております。 
ふれあいプラザあかし西ボランティア活動室：（078）945-0289 

 

明石市社会福祉協議会からのお知らせ 

【申込み・問合せ】 明石市社会福祉協議会 地域支援課 地域福祉係(明石市ボランティアセンタ－) 

明石市貴崎１丁目５番 13 号 明石市立総合福祉センター内 

電話：078(924)9105 FAX：078(924)9109  

※土日祝、年末年始除く 

8：55～17：40 
（業務時間） 

明石市ボランティアセンターだより

 

講座名 開催日時・場所 対象者 内容 

手話ボランティア

養成講座 
 

受講後、ボ

ランティア

団体の活動

に参加でき

る、市内在

住・在勤の

人。 

全４回の講座です。 

手話での簡単な日常会話を学べるので、初めて手話

に触れる人でも学びやすい内容となっています。 

申込みは、9/22(木)まで受付中。 

点訳ボランティア

養成講座 
 

全８回の講座です。 

点字の基礎知識を学び、実際に点訳の体験もできま

す。初心者向けの講座となっています。 

申込みは、9/28(水)まで受付中。 

 

☆受講生募集中のボランティア養成講座☆ 

 
今年度新たな取り組みとして、高校生以上の学生を対象とした、夏休み
一日ボランティア体験を開催しました。 
前半では、学生さんにとって身近なところで触れる機会の少ない、要約
筆記や音声訳体験を実施しました。生活上で不便を感じている人に対
して様々なボランティア活動があることを知っていただく機会になり
ました。 
後半では、まちづくりや防災についてのワークショップやゲームを通
して自分たちが住む町についてアイデアを出し合いました。SNS の活用
など学生さんならではの視点がたくさんありました。 
参加された学生さんの今後の活躍に期待しています。 

８月４日 

要約筆記体験 

８月５日 

音声訳体験 

８月 20 日、27 日

まちづくりぼうさい 

 

 

 

【編集後記】 

全グループに原稿をお願いして連載で記事掲載をしていますが、各グループとも with コロナ
で工夫された活動を継続されており、編集作業の中で大変心強く思っています。 
12 月 4 日（日）に予定されている第 14 回あかしボランティアフェスタでは、活発にグループ
間の交流ができることを願っています。 

広報部一同 

10/1(土) 
～10/22(土) 

10 時～11 時 30 分 
・ 

ふれあいﾌﾟﾗｻﾞあかし西
3F ボランティア活動室 

10/5(水) 

～11/30(水) 
10 時～12 時 

・ 
明石市立総合福祉ｾﾝﾀｰ 


